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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期
第２四半期
累計期間

第88期
第２四半期
累計期間

第87期

会計期間

自平成24年
６月１日
至平成24年
11月30日

自平成25年
６月１日
至平成25年
11月30日

自平成24年
６月１日
至平成25年
５月31日

売上高（千円） 9,208,926 9,511,808 17,012,228

経常利益（千円） 416,518 755,641 771,314

四半期（当期）純利益（千円） 212,447 458,523 468,001

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,150,000 1,150,000 1,150,000

発行済株式総数（千株） 19,164 19,164 19,164

純資産額（千円） 18,296,915 18,975,953 18,711,311

総資産額（千円） 23,506,340 25,000,149 23,828,240

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
11.10 23.99 24.44

※潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 7.50 7.50 15.00

自己資本比率（％） 77.84 75.90 78.53

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
777,244 544,826 1,335,202

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,000,904 △140,910 △2,381,670

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△287,316 △256,435 △432,555

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,012,810 2,192,244 2,044,764

　

回次
第87期
第２四半期
会計期間

第88期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

自平成25年
９月１日
至平成25年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
8.41 14.24

　（注）１．※当社は、潜在株式がありませんので、数値を記載しておりません。

　　　　２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
　

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1）業績の状況

  当第２四半期累計期間における世界経済は、米国の回復傾向が継続し、欧州においても下げ止まりの兆しがみら

れるものの、新興諸国における経済成長の減速もあり、持ち直しつつあるものの未だ不安定な状況にありました。

　わが国経済は、政府による経済政策等を背景に、大企業を中心に業績が改善傾向にあり、雇用情勢の改善、設備

投資に持ち直しの動きがみられ、景気は緩やかな回復基調にありました。

  このような経営環境にあって当社は、主に国内で商談の動きが見られる造船業界はもとより、ガスタービン・火

力発電用バルブの受注にも積極的に取り組み、幅広い顧客訪問により、メンテナンス関連の部品の受注にも注力い

たしました。

 当第２四半期累計期間における受注高は、８，８８５百万円（対前年同期比５．７％増）となり、４７６百万円

前年同期を上回りました。品種別に見ますと、自動調節弁４，２９８百万円、バタフライ弁１，９９１百万円、遠

隔操作装置２，５９５百万円となり、対前年同期比では、それぞれ１３４百万円増、３２６百万円減、６６９百万

円増で主に遠隔操作装置の受注に回復の動きが見られる結果となりました。

 売上高では、９，５１１百万円（対前年同期比３．３％増）となり、３０２百万円前年同期を上回りました。品

種別では、自動調節弁４，３７５百万円、バタフライ弁２，７２９百万円、遠隔操作装置２，４０６百万円とな

り、自動調節弁については前年同期を下回りましたが、バタフライ弁、遠隔操作装置については前年同期を上回る

実績となりました。また、輸出関連の売上高は、前年同期を１１９百万円下回る１，７６６百万円にとどまりまし

た。

 この結果、当第２四半期累計期間末の受注残高は期首に比べて６２６百万円減の９，１１０百万円となりまし

た。

　利益面におきましては、前年同期に比べ船舶関連が好調であった影響もあり、経常利益は７５５百万円（対前年

同期比８１．４％増）、四半期純利益は４５８百万円（対前年同期比１１５．８％増）となり、いずれも前年同期

を大幅に上回りました。

 なお、当社はバルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、上記業績についてはセグメ

ント別に代えて品種別に示しております。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前四半期純利益が７５５

百万円（対前年同期比１１１．６％増）となり、仕入債務の増加、法人税等の還付、有価証券の償還等による収入

がありましたが、売上債権の増加、定期預金の増加、有価証券及び投資有価証券の取得による支出等によって、期

首に比べ１４７百万円の増加となりました。この結果、当第２四半期累計期間末の資金残高は２，１９２百万円

（前年同四半期累計期間末は３，０１２百万円）となりました。

　また、当第２四半期累計期間中における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果獲得した資金は５４４百万円（対前年同期比２９．９％減）とな

りました。

　これは、主として、税引前四半期純利益が７５５百万円（対前年同期比１１１．６％増）であり、減価償却費１

５２百万円（対前年同期比２５．１％減）、棚卸資産の減少による収入４３百万円（対前年同期比９２．１％

減）、仕入債務の増加による収入５５７百万円（前年同期は仕入債務の減少による８５８百万円の支出）、法人税

等の還付額１４７百万円があった一方、売上債権の増加による支出１，１５０百万円（前年同期は売上債権の減少

による８４５百万円の収入）があったことによるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は１４０百万円（対前年同期比８５．９％減）とな

りました。

　これは、主として有価証券の償還による収入１，０５１百万円（対前年同期比１１０．５％増）があった一方、

定期預金の増加による支出５００百万円（前年同期は定期預金の減少による１００百万円の収入）、有価証券の取

得による支出３００百万円（対前年同期比８０．０％減）、投資有価証券の取得による支出３０５百万円（前年同

期は支出０．３百万円）があったことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は２５６百万円（対前年同期比１０．７％減）とな

りました。

　これは、配当金の支払額１４４百万円（対前年同期比４９．６％減）、自己株式の取得による支出１１１百万円

（前年同期は支出０．２百万円）があったことによるものであります。

　

(3）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ１，１７１百万円増加の２５，０００百万円となりま

した。

これは、現金及び預金が１４７百万円、売上債権が１，１５０百万円、投資有価証券が４０１百万円増加しまし

たが、有価証券が２５２百万円、棚卸資産が４３百万円、流動資産のその他が１４１百万円、有形固定資産のその

他(純額)が８０百万円減少したことが主要な要因であります。

負債の部では、仕入債務が５５７百万円増加し、未払法人税等が３０７百万円増加したこと等により、前事業年

度末と比べ９０７百万円増加の６，０２４百万円となりました。

純資産の部では、四半期純利益による利益剰余金の増加が４５８百万円、その他有価証券評価差額金が３１６百

万円になったことにより、配当金の支払等があったものの、前事業年度末と比べ２６４百万円増加の１８，９７５

百万円となりました。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また同期間に

おいて、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、１２，１４４千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付

けて記載はしておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,164,000

計 76,164,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年１月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,164,000

　

19,164,000

　

東京証券取引所

（市場第二部）

　 単元株式数

　　1,000株　

計  19,164,000 19,164,000 － － 

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年９月１

日～　　　　平成25

年11月30日

  　　　　　　　

－ 19,164 － 1,150,000 － 515,871
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（６）【大株主の状況】

 平成25年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

宮田　彰久 大阪市福島区 2,783 14.52

中北　健一 兵庫県尼崎市 1,026 5.36

黒田　知子　 兵庫県芦屋市　 571 2.98

渡部　育子 東京都千代田区 571 2.98

中北　仁子　 兵庫県尼崎市 570 2.98

中北　修　 兵庫県尼崎市　 550 2.87

宮田　和子 東京都千代田区　 545 2.84

宮田　宏章　 東京都千代田区 531 2.77

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 432 2.26

三井住友信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 400 2.09

計 － 7,981 41.65

　

（７）【議決権の状況】

　    ①【発行済株式】

 平成25年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   259,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,847,000 18,847 －

単元未満株式 普通株式    58,000 －         －

発行済株式総数 19,164,000 － －

総株主の議決権 － 18,847 －

　       

②【自己株式等】

 平成25年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱中北製作所

大阪府大東市深野

南町１番１号
259,000 － 259,000 1.35

計 － 259,000 － 259,000 1.35

　（注）当第２四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は259,435株、その発行済株式総数に対する所有株式数の

     割合は1.35％であります。　

　

２【役員の状況】

 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年９月１日から平成25

年11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年６月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、公認会計士西納　功氏並びに優成監査法人による四半期レビューを受けております。　　

　　

３．四半期連結財務諸表について

　当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,544,764 5,692,287

受取手形及び売掛金
※2 6,465,925 ※2 7,616,080

有価証券 1,352,555 1,100,350

商品及び製品 891,486 953,509

仕掛品 1,459,453 1,330,042

原材料及び貯蔵品 1,347,681 1,371,243

その他 835,579 694,573

貸倒引当金 △32,530 △38,300

流動資産合計 17,864,916 18,719,786

固定資産

有形固定資産

土地 1,551,106 1,551,106

その他（純額） 1,921,284 1,841,225

有形固定資産合計 3,472,390 3,392,332

無形固定資産 42,441 38,667

投資その他の資産

投資有価証券 2,277,332 2,678,672

その他 173,408 172,940

貸倒引当金 △2,249 △2,249

投資その他の資産合計 2,448,491 2,849,363

固定資産合計 5,963,323 6,280,363

資産合計 23,828,240 25,000,149

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 2,414,747 ※2 2,971,747

賞与引当金 222,000 226,000

製品保証引当金 102,000 108,000

未払法人税等 － 307,332

その他 339,766 351,203

流動負債合計 3,078,513 3,964,283

固定負債

長期借入金 1,850,000 1,850,000

退職給付引当金 23,626 10,739

役員退職慰労引当金 45,160 45,160

資産除去債務 35,422 35,723

その他 84,207 118,290

固定負債合計 2,038,416 2,059,912

負債合計 5,116,929 6,024,196
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,150,000 1,150,000

資本剰余金 1,479,586 1,479,586

利益剰余金 15,836,953 16,151,900

自己株式 △9,997 △121,849

株主資本合計 18,456,543 18,659,638

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 254,767 316,314

評価・換算差額等合計 254,767 316,314

純資産合計 18,711,311 18,975,953

負債純資産合計 23,828,240 25,000,149
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

売上高 9,208,926 9,511,808

売上原価 8,059,253 8,017,947

売上総利益 1,149,672 1,493,860

販売費及び一般管理費
※1 829,040 ※1 838,208

営業利益 320,632 655,652

営業外収益

受取利息 33,016 29,249

受取配当金 20,279 20,907

不動産賃貸料 40,163 41,900

為替差益 4,573 5,464

雑収入 7,970 11,204

営業外収益合計 106,002 108,726

営業外費用

支払利息 9,062 8,281

雑損失 1,054 456

営業外費用合計 10,116 8,737

経常利益 416,518 755,641

特別損失

投資有価証券評価損 53,163 －

その他 6,241 －

特別損失合計 59,404 －

税引前四半期純利益 357,114 755,641

法人税等 144,667 297,118

四半期純利益 212,447 458,523
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 357,114 755,641

減価償却費 203,853 152,667

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,387 5,770

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,000 4,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △7,500 6,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △44,679 △12,887

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,570 －

受取利息及び受取配当金 △53,295 △50,157

支払利息 9,062 8,281

有形固定資産除却損 837 8

投資有価証券評価損益（△は益） 53,163 －

売上債権の増減額（△は増加） 845,679 △1,150,154

たな卸資産の増減額（△は増加） 556,551 43,827

前渡金の増減額（△は増加） 6,000 2,000

仕入債務の増減額（△は減少） △858,004 557,000

その他 11,712 48,915

小計 1,070,538 370,912

利息及び配当金の受取額 54,556 51,431

利息の支払額 △8,979 △8,103

法人税等の支払額 △338,870 △16,721

法人税等の還付額 － 147,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 777,244 544,826

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 100,000 △500,000

有価証券の取得による支出 △1,501,862 △300,570

有価証券の償還による収入 499,527 1,051,517

投資有価証券の取得による支出 △300 △305,769

有形及び無形固定資産の取得による支出 △91,631 △82,868

その他 △6,638 △3,220

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,000,904 △140,910

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △287,111 △144,583

自己株式の取得による支出 △205 △111,852

財務活動によるキャッシュ・フロー △287,316 △256,435

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △510,977 147,480

現金及び現金同等物の期首残高 3,523,787 2,044,764

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 3,012,810 ※1 2,192,244
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

　

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。　

　

（追加情報）

　該当事項はありません。

　

（四半期貸借対照表関係）

　１　受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成25年５月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年11月30日）

受取手形裏書譲渡高 31,113千円 42,526千円
　
　　 ※２　四半期会計期間末日満期手形

　  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満

  期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

  あります。
　

　
前事業年度

（平成25年５月31日）
当第２四半期会計期間
（平成25年11月30日）

受取手形 －千円 109,635千円

支払手形                      －                  33,107

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自 平成24年６月１日
至 平成24年11月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日）

運賃荷造費 178,237千円 198,720千円

給料手当 272,748 275,753

賞与引当金繰入額 62,833 60,626

退職給付費用 17,801 12,224

研究開発費 15,929 12,144

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年11月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日）

現金及び預金勘定 3,213,244千円 5,692,287千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,500,000 △4,000,000

有価証券勘定に含まれる現金同等物 1,299,566 499,957

現金及び現金同等物 3,012,810 2,192,244
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成24年６月１日　至平成24年11月30日）

　　　１．配当に関する事項

    (1）配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年８月29日

定時株主総会
普通株式 287,197 15.0  平成24年５月31日  平成24年８月30日 利益剰余金

    (2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

      なるもの

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年１月11日

取締役会
普通株式 143,595 7.5  平成24年11月30日  平成25年２月８日 利益剰余金

　      ２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成25年６月１日　至平成25年11月30日）

　　　１．配当に関する事項

    (1）配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年８月28日

定時株主総会
普通株式 143,576 7.5  平成25年５月31日  平成25年８月29日 利益剰余金

    (2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

      なるもの

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年１月10日

取締役会
普通株式 141,784 7.5  平成25年11月30日  平成26年２月７日 利益剰余金

　      ２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

　　　　金融商品の当四半期貸借対照表計上額と時価との差額及び前事業年度に係る貸借対照表計上額と時価との差額に

　　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　 有価証券の当四半期貸借対照表計上額その他の金額に前事業年度の末日と比較して著しい変動が認められないた

　め、記載を省略しております。

　　

（デリバティブ取引関係）

　記載事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載は省略しておりま

す。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年11月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日）

  １株当たり四半期純利益金額 11円10銭 23円99銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 212,447 458,523

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 212,447 458,523

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,146 19,109

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　　 平成26年１月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

  (イ）中間配当による配当金の総額……………………141,784千円

  (ロ）１株当たりの金額…………………………………7円50銭

  (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年２月７日

　  （注）平成25年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年１月８日

株式会社中北製作所

取締役会　御中

　

 公認会計士　西納功事務所

  　 　 公認会計士　 西納　　功　　　　　印

 優成監査法人

  　
指定社員 

業務執行社員　
公認会計士 加藤　善孝　　　　　印

  　
指定社員 

業務執行社員　
公認会計士 本間　洋一　　　　　印

　私並びに当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社中北製作所の平成25年６月１日から平成26年５月31日までの第88期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年９月１日

から平成25年11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年６月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

私並びに当監査法人の責任は、私並びに当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。私並びに当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私並びに当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

私並びに当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中北製作所の平成25年11月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係

会社と私並びに当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

　半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　          ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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